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新学習指導要領を⾒据えた
小中高等学校教員の「ＩＣＴ活⽤指導⼒向上」のための

ＩＣＴ活⽤指導⼒向上研修実施モデル

解　説　書

平成 30 年 3 月



2 

はじめに

１．学習指導要領の改訂について
	 1.1　学習指導要領の改訂のポイント
	 1.2　新学習指導要領〜情報教育・ＩＣＴ活⽤関連部分のポイント〜
	 　　（小学校及び中学校：平成 29年 3月告示）

２．教員のＩＣＴ指導⼒向上について
	 2.1　児童生徒自身の主体的な活動へ
	 2.2　全国の学校（普通教室）におけるＩＣＴ環境整備のステップ（イメージ）
	 2.3　	「2018 年度以降の学校におけるＩＣＴ環境の整備方針」のポイント
	 2.4　教員のＩＣＴ活⽤指導⼒の推移（平成 30年 2月	⽂部科学省）

３．ＩＣＴ活⽤指導⼒向上研修モデルプログラムの策定
	 3.1　効果的な研修プログラムの策定のためのフレームワーク
	 3.2　ＩＣＴ活⽤指導⼒向上研修モデルプログラム策定の留意点
	 3.2.1　研修の位置付けと実施時間や時期の確認 3.2.2	研修会場の確認
	 3.2.3　研修受講者の把握
	 3.2.4　研修教材（モジュール）の確認
	 3.2.5　研修プログラムの策定（まとめ）
	 3.3　大学との連携や部外講師の招聘（参考）研修プログラム策定の事例

（参考）研修プログラム策定の事例
	 ・研修プログラム策定の流れ
	 ・ＩＣＴ活⽤指導⼒向上研修プログラム「校内研修リーダー養成研修（2時間）」の例
	 ・静岡県教育委員会の研修プログラム「モジュールと教材」の例
	 ・静岡県教育委員会の「研修モジュールカード」の例
	 ・兵庫県教育委員会の研修プログラム「モジュールと教材」の例
	 ・兵庫県教育委員会の研修「モジュールカード」の例
	 ・ワークシート①	＜Ａ２＞
	 ・ワークシート①を⽤いた成果物のイメージ	＜Ａ２＞
	 ・ワークシート②	＜Ａ２＞
	 ・ワークシート②を⽤いた成果物のイメージ	＜Ａ２＞

  ◆目　次……………………………………………………………………



3 

　今⽇、情報活⽤能⼒の育成を図るため、各学校において、コンピュータ等の情報⼿段を適切に活⽤
した学習活動を充実することや、個に応じた指導の充実を図る際に、情報⼿段を活⽤することが求め
られており、教員のＩＣＴ活⽤指導⼒の向上が重要な課題となっています。
　平成 26 年度に⽂部科学省が公表した「校内研修リーダー養成研修の⼿引き」を踏まえて、平成 27
年度､28 年度の 2年間⽂部科学省が実施した「ＩＣＴを活⽤した自治体応援事業（パワーアップコース）」
においては、各自治体がそれぞれの地域の大学との連携を図り、地域の実態や様々な教育課題等に対
応した教員研修プログラム（カリキュラムや教材等）の作成を⾏い、各自治体ではそれぞれが創意工
夫をしながら、教員等のＩＣＴ活⽤指導⼒の向上を目指し、教員養成から校内研修、免許状更新講習
等に⾄るまで⼀貫した考え方に基づいて研修プログラムの実践・策定に取り組んでいただきました。
　本解説書は新学習指導要領を⾒据えて学校での「ＩＣＴの活⽤」を目的として、教育委員会での機
関研修や学校現場での校内研修を実施するためにとりまとめました。本解説書を参考にしていただき、
各教育委員会でのＩＣＴ活⽤指導⼒向上に向けた研修の企画・実施にご活⽤ください。また、実施に
当たっては、各地域や学校の課題に対応できるよう工夫・加工いただき、教員の「ＩＣＴ活⽤指導⼒向上」
に繋げていただけますようお願いします。

各実証事業における主なテーマ

◇ はじめに

小中高等学校の学習指導要領の改訂にともない、教員のＩＣＴ活⽤指導⼒
の向上が急務です。
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▷	 情報活⽤能⼒を、⾔語能⼒と同様に「学習の基盤となる資質・能⼒」と位置づけ
	 総則において、「各学校においては、児童生徒の発達の段階を考慮し、⾔語能⼒、情報活⽤能⼒（情報

モラルを含む。）、問題発⾒・解決能⼒等の学習の基盤となる資質・能⼒を育成していくことができるよう、
各教科等の特性を生かし、教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする」と明記。

▷	 学校のＩＣＴ環境整備とＩＣＴを活⽤した学習活動の充実に配慮
	 総則において、「情報活⽤能⼒の育成を図るため、各学校において、コンピュータや情報通信ネットワー

クなどの情報⼿段を活⽤するために必要な環境を整え、これらを適切に活⽤した学習活動の充実を図
ること」に配慮するものとすることを明記。

▷	 小学校においては、文字⼊⼒など基本的な操作を習得、プログラミング的思考を育成
	 総則において、各教科等の特質に応じて、「児童がコンピュータで⽂字を⼊⼒するなどの学習の基盤と

して必要となる情報⼿段の基本的な操作を習得するための学習活動」や、「児童がプログラミングを体
験しながら、コンピュータに意図した処理を⾏わせるために必要な論理的思考⼒を身に付けるための学
習活動」を計画的に実施することを明記（小学校学習指導要領総則）。

「情報活⽤能⼒」が初めて規定

ＩＣＴ環境整備の必要性が初めて規定

小学校プログラミング教育の必修化

1.1　学習指導要領の改訂のポイント

1.2　新学習指導要領 〜情報教育・ＩＣＴ活⽤関連部分のポイント〜
　　　（小学校及び中学校：平成29年3月告示）

１．学習指導要領の改訂について
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アクティブ・ラーニングの視点に⽴った学習プロセスにおける、ＩＣＴの効果的活⽤の例

（出典）「2020 年代に向けた教育の情報化に関する懇談会」（⽂部科学省）配布資料をもとに作成

　新学習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」を実現するためには、アクティブ・ラーニ
ングの視点に⽴った学習プロセスにおいて、ＩＣＴを活⽤することが効果的です。

新学習指導要領を踏まえ、「授業展開に応じて教師が必要な時に（1⽇
1授業程度分が当⾯の目安）1人 1台利⽤を可能とする環境（3クラス
に 1クラス分程度）」を実現することが重要。

2.1　児童生徒自身の主体的な学習活動へ

2.2　全国の学校（普通教室）におけるＩＣＴ環境整備のステップ（イメージ）

２．教員のＩＣＴ活⽤指導⼒向上について
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教材研究・指導の準備・評価などにＩＣＴを活⽤する能⼒は 84%と校務にＩＣＴを活⽤する能⼒の
80.2％とあわせて、高い水準を示していますが、授業中にＩＣＴを活⽤して指導する能⼒や児童・生徒
のＩＣＴ活⽤を指導する能⼒に関しては課題となっています。

2.3　「2018年度以降の学校におけるＩＣＴ環境の整備方針」のポイント
　　　〜これからの学習活動を支えるＩＣＴ機器等と設置の考え方〜（2017年12月26日策定）

2.4　教員のＩＣＴ活⽤指導⼒の推移（平成30年2月 文部科学省）
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　ＩＣＴ活⽤研修に関するモデルプログラムを策定する際には、教員のキャリアステージに対応し、
各自の目標設定にあわせた研修プログラムを策定することが必要です。また、新学習指導要領やアク
ティブ・ラーニングの視点から⼦供たちの新しい学びへの対応も考慮し、大学との連携を工夫するこ
とも必要です。その他、地域の特徴に応じた実践スタイルを取り⼊れることで、多様な研修・養成の
場を通じた体系的な研修プログラムを策定することが大切です。

3.1　効果的な研修プログラムの策定のためのフレームワーク

３．ＩＣＴ活⽤研修モデルプログラムの策定
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①	 研修の位置付けと実施時間や時期の確認
	 ・	 研修センター等での機関研修での実施
	 	 （初任者、中堅教員、指導的⽴場の教員	等）
	 ・	 学校現場における校内研修での実施
	 ・	 学校現場における教育実習での実施
	 ・	 大学における免許状更新講習、公開講座での実施
	 ・	 その他多様な研修での実施

②	 研修会場の確認
	 ・	 研修センター等の教室、特別教室	等
	 ・	 学校の教室や特別教室、会議室	等
	 ・	 会場のＩＣＴ環境整備状況の確認

③	 研修受講者の実態把握
	 ・	 小中高等学校、特別支援学校の校種別研修
	 	 （地域でのＩＣＴ環境整備状況）
	 ・	 同じ学校の教員での校内研修
	 ・	 その他、地域の情報部会	等
	 ・	 教員の経験年数

④	 研修受講者のニーズの把握
	 ・	 地域や学校の目標
	 ・	 地域や学校のＩＣＴ環境整備状況
	 ・	 地域や学校のＩＣＴ活⽤状況

⑤	 研修教材（モジュール）の確認
	 ・	 受講者の地域や学校のＩＣＴ環境整備と
	 	 あわせた研修メニュー（研修時間）の確認

⑥	 研修プログラムの策定
	 ・	 必要な研修モジュールを組み合わせて地域の
	 	 実態、課題に応じた研修プログラムを策定

　ＩＣＴを活⽤した指導⼒の向上を目標とした研修プログラムを策定するには 5W1Hの視点で研修を
実施する地域や学校の実情を踏まえた研修内容を検討する必要があります。

3.2　ＩＣＴ活⽤指導⼒向上研修モデルプログラム策定の留意点
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　研修プログラムの策定には、研修センター等の機関研修における年間研修計画の場⾯に組み込むこ
とや、各校種別研修での実施を策定することが望まれます。また、その実施計画策定に際しては、実
施時間や時期に配慮することも必要です。

3.2.1　研修の位置付けと実施時間や時期の確認
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　研修内容に応じて、ワークショップの有無などを考慮し、会場の広さや机の配置など確認する必要
があります。また、ＩＣＴ操作研修などを⾏う場合は、実機でのＩＣＴ環境整備状況の確認も必要です。

3.2.2　研修会場の確認
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（参考）教員のＩＣＴ活⽤指導⼒の向上に向けた取り組み

　研修受講者のキャリアステージや地域・学校の目標とあわせて、学校でのＩＣＴ活⽤状況に応じた
研修プログラムを策定することが必要です。

3.2.3　研修受講者の把握
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平成 26年度⽂部科学省「校内研修リーダー養成研修の⼿引き」（モジュール⼀覧）

　研修プログラムを策定するには、研修の目的（ねらい）と育成したい能⼒、研修所要時間ごとに分類し、
モジュール化することで、研修時間にあわせて体系的に研修プログラムを策定することができます。

3.2.4　研修教材（モジュール）の確認
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　これまで解説しましたとおり研修プログラムの策定には、研修の位置付けと実施時間（実施時期）、
研修スタイルに応じた研修会場のＩＣＴ環境整備状況を確認するとともに、研修受講者のキャリアス
テージや目標とあわせ、研修受講者の地域のＩＣＴ環境整備状況やＩＣＴ活⽤状況を把握したうえで
研修プログラムを策定することが必要です。

（※ 1）平成 26年度文部科学省「ＩＣＴを活⽤した教育の推進に資する実証事業
　（WG3）」で作成した「研修⼿引き」は、ＤＶＤの形式で平成 27 年に全国の都道府県、市区町村教育委員
会へ 1部ずつ送付されています。
　『研修⼿引き』は、下記の⽂部科学省ホームページからダウンロードできます。	

http://jouhouka.mext.go.jp/school/ ＩＣＴ _substantiation/pdf/wg3tebiki.pdf
（※ 2）平成 27 年、28 年度文部科学省「自治体応援事業」パワーアップコースの成果に関しては
下記の文部科学省ホームページから閲覧可能です。

ダウンロードサイト
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1397816.htm

3.2.5　研修プログラムの策定（まとめ）
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　新学習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」を実現するためには、アクティブ・ラーニ
ングの視点に⽴った学習プロセスを取り⼊れることが必要であります。そのため研修プログラムの策
定にあたって、教員養成系大学、教育学部の学識経験者を講義・演習に招聘するなど、大学の研究者
や外部の有識者との連携が研修モデルプログラムの策定段階から研修実施においても効果的です。

3.3　大学との連携や部外講師の招聘

（参　考）

　昨今の学校においては、ＩＣＴ環境整備が進むなかで、情報セキュリティ対策といった新たな
課題にも直⾯しています。情報セキュリティの研修も情報モラルとあわせて学校における重要な
事柄であり、必ず研修の受講が必要です。
　ＩＣＴ活⽤指導⼒向上研修や情報モラル指導⼒向上研修とあわせて研修の実施が必要ですが、
外部の有識者や専門機関との連携による研修プログラムの策定が効果的です。
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小中高等学校教員のＩＣＴ活⽤のための

「校内研修リーダー養成研修の実践方法」

講義・演習の実施手順

研修プログラム策定の事例
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校内研修リーダー養成研修の実践方法
（講義・演習）

研修プログラム策定の流れ
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ＩＣＴ活⽤指導⼒向上研修プログラム
「校内研修リーダー養成研修（2 時間）」の例

①	 講義・演習のタイトル：ＩＣＴ活⽤「校内研修リーダー養成」研修
②	 本研修の目的：地域（市区町村教育委員会）主催で実施する「ＩＣＴ活⽤校内研修
	 リーダー養成」のための研修をデザインする
③	 受講対象者：市区町村教育委員会、教育センター	指導主事	等
	 地域でＩＣＴを進めるうえで核となる教職員	等
④	 講師

⑤	 研修プログラム	合計２時間

⑥	 準備物（参考）
研修終了後、各グループの成果物（ワークシート）が閲覧可能とします
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静岡県版校内研修プログラム「モジュールと教材⼀覧」

静岡県教育委員会の研修プログラム
「モジュールと教材」の例
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静岡県教育委員会の
「研修モジュールカード」の例

1 教育情報化概論

1-1
 「教育の情報化」の概要

1 教育情報化概論

1-2
教員のＩＣＴ
活用指導力の推移

2 教育情報化トレンド

2-1
教育情報化トレンド

2 教育情報化トレンド

2-2
アクティブ・ラーニング
（リーフレット）の活用

2 教育情報化トレンド

2-3
アクティブ・ラーニングと
ＩＣＴ活用

3 情報社会の理解

3-1
情報モラル教育

3 情報社会の理解

3-2
学校における情報セキュリティ
－現状と個人情報－
学校における情報セキュリティ
－対策－

3 情報社会の理解

3-3
教材づくりと著作権
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兵庫県教育委員会の
研修プログラム「モジュールと教材」の例
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D1 情報モラル
 

D1-1　講義

偽りの情報とトラブル

（10分）

D2 情報モラル
 

D2-2　講義

著作権法

（20分）

D4 情報モラル
 

D4-3　講義

自主的なルールづくり

（20分）

D3 情報モラル
 

D3-1　講義

フィルタリングの仕組み

（15分）

D3 情報モラル
 

D3-3　講義

フィルタリングの設定

（20分）

D4 情報モラル
 

D4-2　動画視聴

ネットトラブル

（20分）

D3 情報モラル
 

D3-2　講義

フィルタリングを外すと

（20分）

D1 情報モラル
 

D1-2　演習

「その情報は信頼できますか」

（25分）

D2 情報モラル
 

D2-1　演習

ケーススタディ「学校と著作権」

（20分）

D4 情報モラル
 

D4-1　演習

子供たちのネット利用実態

（10分）

兵庫県教育委員会の
研修「モジュールカード」の例
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ワークシート①  ＜Ａ２＞
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ワークシート①を⽤いた成果物のイメージ  ＜Ａ２＞
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ワークシート②  ＜Ａ２＞
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ワークシート②を⽤いた成果物のイメージ  ＜Ａ２＞
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